
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例年は、年長児と地域の敬老会の皆様と一緒に行う

七夕の交流会。今年度は、新型コロナウイルスの影響

で、なかなか例年通りにはいきません。しかし、そん

な中でも、先生とにじくみさんが、七夕の劇やお話を

準備してくれて、今日は園内のきく・もも・にじ組で 

R２．７．８(水) 

「たなばたしゅうかい」をしました。本当は、昨日(7/7)に行う予定でしたが、

あいにくの天気で、本日実施となりました。 

ナレーターも、自分たちでしま

す。織姫、彦星、天野川、カササ

ギ、牛、神様…それぞれの役に分

かれて、にじ組の子どもたちが 

 「何で、七夕ってお願いごとをするのかな？」「七夕って 

どうして始まったのかな？」子どもたちは、先生のブラック 

シアター（七夕の話）に引き込まれている様子で、とても集中 

してみていました。その後は、にじ組さんの「たなばた」のお話の劇を見せても

らいました。今日のために、自分たちで練習を重ねてくれたにじ組さん。 

 

たよ。その後は、七夕の飾りをみんなで作って飾って、七

夕の雰囲気を楽しみました。今回の大雨で被害を受けてい

る地域も多く、とても胸が痛みます。被害にあわれた地域

の一日も早い復興を願いながら、そして、子ども達の願い 

披露してくれました。ちょっぴりドキドキしていた子

もいましたが、全員で気持ちをあわせて表現してくれ、

もも組、きく組の子どもたちも、とても喜んでみていま

した。「虹組さん、ありがとう」とお礼を伝えていまし 

も届くようにと願いながら、今日の七夕集会の時間をすごしました。 


